試合形式・競技規則
　
 1．試合形式
　　1‐1）リーグ戦
　　　　　30分。11点先取。タイムアウト1分2回。（試合時間に含まれない）

　　　　　30分経過した時点で同点の場合、引き分けとする。

　　 1‐2）トーナメント戦（決勝は除く）
　　　　　30分。11点先取。タイムアウト１分２回。（試合時間に含まれない）

　　　　　30分経過した時点で同点の場合、試合は中断せずに1点先取のサドンデスを行う。

　　　　　5分間経過しても同点の場合は、代表者のディスクフリップにより決定する。

　 1‐3）決勝戦

  ＯＰＥＮ　　40分。13点先取。タイムアウト1分2回。（試合時間に含まれない）

  ＷＯＭＥＮ　40分。13点先取。タイムアウト1分2回。（試合時間に含まれない）
40分経過した時点で同点の場合、試合は中断せずに1点先取のサドンデスを行う。サドン　

　デスに時間の制限はない。また、サドンデスに入ってもタイムアウトは増えない。
　2．順位決定方式　　　
　 　・リーグ内における順位決定方式は以下の通り。

(ア)勝ち点制とし、勝ち点の多い順に順位をつける。　＊勝ち=3点、引き分け＝1点、負け＝0点

(イ)勝ち点が同じ場合は、直接対決で勝っているチームを上位とする。

(ウ)直接対決で引き分けている場合は、得失点が多いチームを上位とする。

(エ)得失点も同じ場合は、総得点の多いチームを上位とする。

(オ)上記のいずれの方法でも決定しないときは、代表者のディスクフリップにより順位を決定する。

　3．競技規則　

　 ・特別参加申請を用いてエントリーし、ビブをつける連絡を受けたプレーヤーは必ずビブをつけて出ること。また、1日目が終わった時点で各本部のスタッフに必ず返すこと。
・各チームとも試合開始10分前にはコートに集合し、5分前にはディスクフリップを行い、オフェンス・ディフェンス・コートサイドのいずれかを選択し、コートにセット(ラインアップ)する。
   ・試合開始時刻に7人そろっていないチームは不戦敗。ポイントは11対0とする。

   ・一度不戦敗をしたチームはその後の全ての試合を不戦敗とする。

   ・全試合をセルフジャッジで行う。
   ・スコアリングとタイムキーパーは、試合を行っている両チームが分担して責任をもって行う。また、スコアシートは試合終了後、直ちに各本部テントに持ってくる。 

   ・競技ルールは世界フライングディスク連盟2007年制定ルールおよび今大会特別ルールに基づいて
    実施する。

   ・試合用のディスク(白)は各チームで用意する。

   ・ユニフォーム(上下)は原則的にチームで統一されたものを用意する。また、対戦チームと話し合い、色の区別をつける。

